
令和７年２月７日（土）代３回代議員会 

岐阜県小学校理科研究部会 令和６年度の振り返り 

文責：県小理研推長 服部将也 

Ⅰ．成果（研究員による実践より）                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．課題（研究員による実践より）  Ⅳ．来年度に向けて                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．次期学習指導要領に向けた動きより     

 

 

 

 

試行錯誤できる単元を構想したプログラミング教育

実験方法の再検討を目的としたグループ間交流主体的 

桜が丘小 
亀山先生 

主体的 

校区の地層や鉱物、ハザードマップの活用

生活経験事前調査、生活の中から事象提示や終末事象

児童の「願い」に応じた柔軟な学習過程

【粘り強い取り組みを
行おうとする側面】 

差異点・共通点から問題を見いだす思考過程の類型化

イメージを大切にした指導で予想や考察を活性化

実験方法を個→班→全体で吟味し加筆しながら発想

【自らの学習を調節 
しようとする側面】 

濃南小 
宮下先生 

芥見東小 
澤田先生 

岐南西小 
川島先生 ヒントカードやノート、教科書、他者などを自由選択して関係付けながら方法を発想 

・理科の見方・考え方を働かせたからこ
そ育成された資質・能力を，児童の姿
で検証している実践が多くあった。 

・県小理が重点とする願う姿から，どの
問題解決の力を育成したいのかを明
確にもち，意図的・計画的に手立てを
講じることができていた。 

・児童が関心をもち，意欲的に学習に向
かえるようにする工夫が多くあり，
「理科好きな子」，「生活に結びつけ
る子」の変容で成果を述べる実践が
多かった。 

・テーマの「自ら」を受け，「主体的」
というワードが研究紀要の中で多く
用いられていた。 

・今年度より追加した「自らの学習を調
節しようとする側面」の重点におい
ては，わずかながら実践があった。 

・「見つめ直す」という選択肢に目を向
けるための声掛けが必要。 

小理研が重点とする，願う子供の姿に追加された「自
らの学習を調節しようとする側面」の実践が圧倒的に
少ない。 

【初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について 
（令和６年 12 月 25 日：中央教育審議会諮問）主な審議事項より抜粋】 

小理研が重点とする願う子供の姿にある，「⑦これまで
の自分がもっていた知識や概念を更新」の文言が全研
究員の紀要に一切無い。 

研究員が使いにくい文言であったかもしれない。概念
の更新を，主体的に取り組む姿や，より妥当な考えを
つくり出す姿などで評価している。よって，削除。 

理科教育講座１回目の，県小理研究概要説明の時に，
過去の研究員や小理研派遣講師の実践を紹介する。 

問題解決の過程のどこであっても，「見つめ直し，新た
に考え直す」ことが問題解決に重要であることを，願
う子どもの姿に分かりやすく位置付ける。 

・児童が願う言動をしたくなるように発問したり，
もしくは，無意識下でも表出されるように長期を
見通した指導を行ったりしていくことの大切さ
を，理科教育講座１回目の県小理研究概要説明の
時に，過去の研究員のものや小理研派遣講師の実
践例から紹介する。 

・科学的に解決するための「自己選択・自己決定」
をキーワードにして願う子どもの姿に位置付け，
学習者が主導となるような改善をねらう。例え
ば，「実験道具や方法」，「学習問題」，「日常への
適用場面」などの選択肢を自分で発想したり，
「実験をやり直す」，「他者や他班の結果を見に行
く」，「実験を行う人数や形態」などを自分の意思
で決定したりする学習が考えられる。 

予想や実験方法を発想する過程においても，自分の考
えを見つめ直し，修正をはかることは重要である。し
かし，県小理の願う姿には実験後にしか位置付けがさ
れていない。 

教員の手立てや指示が，具体的かつ直接的なものが多
い。テーマに掲げる「自ら問題を科学的に解決」と
は，自立的に解決する子が育つことを願っているた
め，新たな手立てや指導援助が必要。 


